
発

足

市
原
市
内
に

は
多
く
の
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
あ
り
ま

す
。
阪
神
淡
路

大
震
災
・
新
潟
地

震
等
の
災
害
復
旧

活
動
を
現
地
で
見

て
き
た
白
井
克
伸

氏
（
現
事
務
局
長
）
が
、
個
別

に
活
動
す
る
こ
れ
等
の
団
体
を

い
ざ
と
云
う
と
き
顔
の
見
え
る

関
係
を
作
っ
て
お
こ
う
と
呼
び

か
け
、
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
の
活
動

当
初
は
会
員
だ
け
で
、
災

害
時
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
・

炊
き
出
し
・
避
難
所
開
設
等
の

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

市
内
の
自
主
防
災
会
等
か
ら
防

災
訓
練
を
手
伝
っ
て
欲
し
い
と

の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ア
ル
フ
ァ
ー

米
や
ハ
イ
ゼ
ク
ス
袋
を
使
用
し

た
炊
き
出
し
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

を
使
っ
た
仮
設
テ
ン
ト
の
組
み

立
て
、
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油

を
使
っ
た
ラ
ン
プ
、
新
聞
紙
ス

リ
ッ
パ
、
レ
ジ
袋
の
活
用
法
等

の
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
、
防

災
訓
練
の
お
手
伝
い
を
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
千

葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
設

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

旭
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
等
に
要

員
を
派
遣
し

ま
し
た
。
ま

た
佐
久
間
市

長
と
相
談
し

宮
城
県
名
取

市
を
支
援
す

る
こ
と
と
な

り
、
市
民
か

ら
提
供
さ
れ

た
毛
布
・
タ

オ
ル
・
工
具

等
を
、
ト
ラ
ッ

ク
に
満
載
し
て
現
地
に
届
け
、

被
災
地
で
は
入
手
出
来
な
い
ス

コ
ッ
プ
・
農
業
用
ホ
ー
ク
・
長

靴
・
一
輪
車
等
も
持
ち
込
み
ま

し
た
。
ま
た
名
取
市
市
民
体
育

館
に
開
設
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
要
員
と
し
て
、

２
１
日
間
述
べ
１
０
６
人
が
働

き
ま
し
た
。

ま
た
防
災
講
演
会
も
市
原
市

内
だ
け
で
な
く
、
茂
原
市
、
袖

ケ
浦
市
、
南
房
総
市
、
長
南
町
、

千
葉
市
緑
区
の
防
災
組
織
の
役

員
の
方
々
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
活
動

千
葉
県
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
、

市
総
合
防
災
訓
練
の
避
難
所
訓

練
、
自
主
防
災
会
の
要
請
に
よ

る
講
演
会
と
各
種
訓
練
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

多
方
面
か
ら
の
支
援
要
請
に

応
え
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
」
を
昨

年
立
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
で
市

外
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
技
術
・

知
識
を
持
っ
た
仲
間
が
集
ま
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
首
都
圏

直
下
型
地
震
や
東
海
・
南
海
地

震
で
多
く
の
被
害
が
想
定
さ
れ

て
い
る
時
、
私
た
ち
の
知
識
・

技
術
が
減
災
の
お
役
に
立
て
れ

ば
と
考
え
活
動
し
て
い
く
所
存

で
す
。
（
土
橋
康
夫
）
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私たちは、子どもたち（南っ子）の
健やかな成長を支え見守る活動を通
して、”一人ひとりの顔が見える助
け合いの地域づくり”を進めていま
す。本紙は活動の一端を報告するも
のです。ご意見をお寄せ下さい。

有
秋
南
小
学
校
区
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
人
々
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
市
原
市
を
中
心
に
広
く
活
動
し
て
い
る
「
市
原
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
、
同
会
会
長
の
土
橋
さ
ん
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

訓練の支援！

団体紹介3
市原市災害

ボランティアネットワーク

防
災
・
減
災
訓
練
＆

研
修

お
手
伝
い
し
ま
す

災
害
か
ら
身
を
守
る

支援物資搬入

被災地支援



（
１
）
通
学
路
の
点
検
；

こ
の
事
の
み
の
点
検
は
実
施

で
き
ず
。
し
か
し
学
校
授
業
の

「
ま
ち
探
検
」
に
参
加
し
た
際

に
、
椎
の
木
台
・
桜
台
の
一
部

を
点
検
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
に
手
伝
い

に
合
わ
せ
て
点
検
し
た
い
。

あ
ゆ
み

椎
の
木
台
自
治

会
は
昭
和
４
５
年

に
角
栄
団
地
町
会

と
し
て
会
員
数
１

７
軒
で
発
足
し
、
今

年
で
４
３
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
地
番

変
更
で
、
自
治
会
名
も
「
椎
の

木
台
自
治
会
」
と
な
り
、
千
葉

県
内
で
も
数
少
な
い
法
人
自
治

会
で
す
。
現

在
、
会
員
数

は
５
１
０
世

帯
で
、
こ
の

近
隣
で
は
桜

台
、
緑
園
都
市
町
会
に
次
ぐ
大

団
地
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
６
年
に
は
団
地
入
口
に

新
自
治
会
館
を
建
設
し
、
多
く

の
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

団
地
内
は
メ
イ
ン
道
路
を
は

さ
ん
で
１
，
２
丁
目
に
分
か
れ
、

西
方
奥
に
高
石
山
公
園
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
早
朝
に

は
近
隣
の
方
た

ち
が
健
康
維
持

の
た
め
ラ
ジ
オ

体
操
を
さ
れ
て

い
る
姿
も
見
か

け
ま
す
。

桜
の
大
木
も

あ
り
、
春
に
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
犬
の
散
歩
の

方
々
が
足
を
止

め
て
ミ
ニ
花
見

を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

年
間
の
行
事

椎
の
木
台
は
独
自
の
年
間
行

事
を
開
催
し
、
多
く
の
会
員
の

参
加
を
頂
い
て
い
ま
す
。

自
治
会
主
催
の
敬
老
会
・
防

災
訓
練
・
芋
掘
り
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
子
供
映
画
会
、

又
地
主
と
契
約
を
結
ん
で
の
団

地
内
空
地
の
草
刈
、
そ
し
て
大

イ
ベ
ン
ト
の
納
涼
大
会
に
は
役

員
が
奮
闘
し
て
出
店
や
老
若
男

女
が
輪
に
な
っ
て
の
盆
踊
り
が

好
評
で
あ
り
ま
す
。

同
好
会
等

「
長
寿
会
」
を
中
心
と
し
た

輪
投
げ
・
童
謡
・
踊
り
や
、
カ

ラ
オ
ケ
、
民
謡
、
卓
球
、
謡
曲
、

俳
句
。
又
、
中
高
年
層
を
中
心

に
し
た
「
話
そ
う
聞
こ
う
会
」

で
は
健
康
講
習
会
や
折
り
紙
教

室
な
ど
の
他
、
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

２
年
前
の
東
日
本
大
震
災
か

ら
人
々
の
防
災
に
関
し
て
の
防

災
意
識
が
高
ま
る
中
、
自
治
会

と
し
て
も
近
隣
町
会
や
南
小
校

区
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

連
携
し
て
、
い
ざ
と
云
う
と
き

の
備
え
を
早
急
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

又
人
々
の
横
の
絆
を
大
切
に

団
地
内
の
結
束
を
図
り
諸
問
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
中
島

椎
の
木
台
自
治
会
長
）
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椎の木台 元
気
な
声
が
響
く

落
着
き
の
あ
る
町

南
小
学
校
の
大
々
的
な
地
域

へ
の
開
放
を
頂
き
、
学
校
の
各

種
行
事
（
運
動
会
、
学
習
参
観
、

保
護
者
と
の
交

流
会
、
防
犯
訓

練
、
ま
ち
探
検
、

市
原
市
総
合
防

災
訓
練
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
バ
ザ
ー
、
地

域
感
謝
の
会
な

ど
）
に
様
々
な

形
で
関
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
防
災
・

防
犯
活
動
で
は
、

独
自
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
り
子

ど
も
た
ち
と
一

緒
に
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
ま

た
非
常
用
テ
ン
ト
や
簡
易
ト
イ

レ
な
ど
を
備
え
た
防
災
教
室
を

設
置
し
防
災
学
習
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
地
域
感
謝
の
会
」
に
お
け
る

南
っ
子
の
大
根
収

穫
の
演
劇
に
は
我
々

一
同
心
を
打
た
れ

ま
し
た
。
み
ん
な

で
一
緒
に
頑
張
っ

た
ね
。

ま
だ
南
小
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
で

す
が
、
子
ど
も
た

ち
と
地
域
住
民
、

先
生
方
そ
し
て
保

護
者
の
み
な
さ
ん

と
の
新
し
い
人
の

輪
が
み
え
て
き
ま

し
た
。
南
小
校
区

が
一
体
と
な
っ
て
大
き
く
育
て

て
い
き
た
い
と
我
々
一
同
思
っ

て
い
ま
す
。

平成２４年度を振返る

人の輪ができた

みんなで育てよう

１
．
学
校
行
事
に
参
加
し
交
流
を
深
め
た

（
子
ど
も
支
援
部
）



（
２
）
芋
掘

り
ハ
イ
キ
ン

グ
へ
の
参
加

今
年
度
は

４
名
参
加
。

又
、
子
ど
も

の
参
加
も
少

な
か
っ
た
の
で
、
保
護
者
と
の

交
流
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。

（
３
）
学
級
参

観
（
先
生
と
会

員
の
交
流
）

最
後
に
３
階

の
教
室
に
、
会
員
・
保
護
者
・

校
長
先
生
他
が
集
ま
り
、
校
長

先
生
よ
り
“
お
話
”
を
頂
き
、

会
員
の
紹
介
等
大
変
有
意
義
で

し
た
。
又
、
バ
ザ
ー
に
関
し
て

は
、
多
く
の
会
員
の
お
手
伝
い

を
頂
き
、
保
護
者
と
の
交
流
を

含
め
ま
ず
ま
ず
の
状
況
で
は
な

か
っ
た
か
。

新
年
度
と
し
て
は
南
小
学
校

区
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
多
く
得

る
た
め
（
５
町
会
共
通
と
し
て
）

「
有
秋
南
小
学
校
区
安
心
安
全

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

（
１
）

市
原
市
総
合
防
災
訓

練
の
実
施
に
積
極
参
加

南
小
学
校
区
会
場
と
し
て
の

実
施
案
を
行
政
サ
イ
ド
に
提
案

し
、
地
域
住
民
と
学
校
・
児
童

が
一
緒
に
訓
練
・
学
習
で
き
た
。

（
２
）
防
災
教
室
の
整
備
・
活

用
南
小
北
側

校
舎
の
３
階

に
大
人
も
子

供
も
学
べ
る
、

見
て
、
触
れ

て
、
試
せ
る

「
防
災
教
室
」

を
設
け
た
。

（
３
）
南
小
学
校
の
防
犯
・
防

災
関
連
訓
練
へ
の
参
加

今
年
度
は
一
部
の
訓
練
に

し
か
参
加
出
来
な
か
っ
た
が
訓

練
内
容
は
把
握
で
き
た
。

（
４
）
災
害
発
生
時
に
役
立
つ

「
防
災
案
内
パ
ネ
ル
」
の
設
置

に
つ
い
て

第
一
号
モ
デ
ル
と
し
て
椎
の

木
台
町
会
に
設
置
。

（
５
）
災
害
発
生
時
及
び
平
常

時
の
行
動
指
針
と
な
る
仕
組
作

り
に
つ
い
て

現
時
点
で
は
時
期
尚
早
と
判

断
し
今
年
度
は
見
送
り
。

（
１
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

拠
点
を
何
処
に
す

る
か
。

・
検
討
結
果
、
南

小
学
校
の
空
き
教

室
を
活
用
す
る
の

が
最
も
好
ま
し
い

と
の
結
論
。
し
か

し
、
夜
間
・
休
日

利
用
に
問
題
有
り
。

・
北
校
舎
１
階
「
地
域
の
方
々

の
部
屋
」
の
整
備
が
出
来
ず
。

（
２
）
広
報
紙
の
発
行

・
７
月
に
第
１
号
、
１
０
月
に

第
２
号
そ
し
て
１
月
に
３
号
を

発
行
。
・
２
４
０
部
を
印
刷
し
、

各
町
会
・
会
員
所
属
の
各
団
体
、

社
協
、
市
役
所
等
に
配
布
。

（
３
）
地
域
活
動
に
つ
い
て
検

討

・
防
災
訓
練
は
当
初
の
構

想
ど
う
り
実
施
さ
れ
た
。
・
敬

老
会
は
社
会
福
祉
協
議
会
有
秋

支
部
と
協
議
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

（
４
）
防
災
研
修
・
交
流
会
の

開
催
・
・
・

１

月

２

０

日

に

東

京

都

本
所
防
災
館
の
二
時
間
体
験
コ
ー

ス
を
受
講
し
た
（
地
震
体
験
、

消
火
器
に
よ
る
消
火
体
験
、
都

市
型
水
害
体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ

る
応
急
救
助
体
験
等
）
。
特
に
、

都
市
型
水
害
体
験
で
は
、
車
や

ビ
ル
の
ド
ア
の
外
側
に
水
（
３

０
ｃ
ｍ
の
高
さ
）
が
あ
る
と
ド

ア
が
開
か
な
い
こ
と
が
わ
か
り

驚
き
で
し
た
。

Ｈ
２
４
年
度
の

反
省
に
基
づ
き
、

子
ど
も
支
援
部

と
し
て
は
一
年

目
で
学
童
支
援

に
つ
い
て
、
お

お
よ
そ
の
行
動

に
つ
い
て
教
え
て

頂
け
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
方
法
に
従
い
今
年
度
か

ら
は
各
地
域
の
「
長
寿
会
」
等

へ
も
お
願
い
し
て
高
齢
者
の
方
々

に
大
い
に
参
加
し
て
頂
く
こ
と

と
し
た
い
。

昨
年
、
学
校
の
好
意
で

「
地
域
の
方
々
の
部
屋
」
を
作
っ

て
頂
い
た
の
で
、
こ
れ
を
Ｐ
Ｒ

し
て
、
ど
し
ど
し
学
校
へ
「
遊

び
」
に
き
て
も
ら
う
（
日
に
ち
、

曜
日
等
学
校
と
協
議
）
。

そ
し
て
運
動
会
の
種
目
に

「
大
人
と
子
ど
も
」
の
種
目
を

あ
と
１
～
２
入
れ
て
頂
く
等
し

て
大
人
と
学
童
の

顔
合
せ
を
増
や
す

の
も
１
方
法
。
以

上
の
よ
う
な
考
え

に
て
以
下
の
３
点

を
今
年
の
計
画
と

し
た
い
。

（
１
）
学
習
参
観
・

運
動
会
・
感
謝
の

会
等
へ
の
参
加

（
２
）
市
原
市
主

催
「
総
合
防
災
訓

練
」
へ
の
参
加
支
援

（
３
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
事
業
へ
の

参
加
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椎の木台に設置した

防災案内バネル

活動報告

２
．
児
童
と
住
民
が
一
緒
に
防
災
訓

練
を
実
施
し
た

（
安
全
部
）

３
．
広
報
紙
「
み
な
み
か
ぜ
」
を
発
行

情
報
の
発
信
に
努
め
た

（
総
務
部
）

今年の活動
１
．
学
校
や
地
域
の
行
事
に
参
加
し
よ
う

学
校
に
行
っ
て
み
よ
う

（
こ
ど
も
支
援
部
）



（
１
）
南
小
学
校
「
引
渡
訓
練
」

へ
の
参
加
（
５
月
８
日
）

（
２
）
５
町
会
防
災
関
係
担
当

者
と
の
顔
合
せ
と
情
報
交
換

（
３
）
市
原
市
「
総
合
防
災
訓

練
」
参
加
（
行
政
サ
イ
ド
へ
南

小
学
校
区
会
場
実
施
案
の
提
案
）

（
４
）
「
安
心
安
全
案
内
パ
ネ

ル
」
の
設
置
（
桜
台
町
会
ほ
か

１
～
２
ヶ
所
）

（
５
）
救
急
安
全
安
心
対
応
具

体
策
の
検
討
実
施

（
６
）
南
小
学
校
「
防
災
教
室
」

の
充
実
・
整
備

（
７
）
南
小
学
校
プ
ー
ル
更
衣

室
屋
根
の
ペ
ン
キ
塗
り

・
５

月
７
日
（
火
）
及
び
９
日
（
木
）

（
１
）
学
校
の
「
地
域
の
方
々

の
部
屋
」
を
活
動
拠
点
と
し
て

活
用
さ
せ
て
貰
お
う
。

地
域
の
人
々
が
、

踊
り
・
編
み
物
・
工

作
・
続
書
等
の
学
習

の
場
や
集
会
所
・
会

議
室
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。
。

（
２
）
広
報
紙
「
み
な
み
か
ぜ
」

の
充
実
と
地
域
情
報
の
共
有
を

図
ろ
う
。

（
３
）
研
修
会
や
親
睦
会
を
開

き
会
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

ろ
う
。
地
震
被
災
地
の
情
報
収

集
、
上
・
下
水
処
理
施
設
の
見

学
等
災
害

対
策
関
連

施
設
を
見

る
。

（
４
）
先

生
、
保
護
者
、
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
方
々
と
交
流
を

深
め
よ
う
。

（
敬
称
省
略
）

転
出
・
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

・
齊
藤
雅
宏
（
校
長
）
市
原
市

教
育
セ
ン
タ
ー
へ

・
村
串
悦
子
（
教
諭
）
市
原
市

立
青
葉
台
小
へ

・
向
井
隆
志
（
教
諭
）
市
原
市

立
清
水
谷
小
へ

・
半
田

亘
（
教
諭
）
市
原
市

立
石
塚
小
へ

・
長
嶺
好
美
（
講
師
）
市
原
市

立
海
上
小
・
国
府
小
兼
務
へ

転
入
・
お
世
話
に
な
り
ま
す

・
木
村
雅
之
（
校
長
）
市
原
市

立
五
井
中
よ
り

・
川
添
幹
貴
（
教
諭
）
市
原
市

立
若
宮
小
よ
り

・
坂
本
由
依
（
教
諭
）
新
規
採

用・
尾
関
啓
生
（
講
師
）

・
高
橋
迪
郁
（
講
師
）

な
お
齊
藤
雅
宏
前
校
長
先
生

に
は
顧
問
と
し
て
、
ま
た
木
村

雅
之
新
校
長
先
生
に
は
新
役
員

と
し
て
ご
指
導
頂
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
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私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
は
、

子
ど
も
は
宝
で
あ
る
と
い
う

「
子
宝
」
思
想
に
よ
っ
て
、
自

分
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
、
家

族
は
も
ち
ろ
ん
周

辺
の
人
々
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
成
長

し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
時
代
の
移

り
変
わ
り
と
と
も

に
、
地
域
の
結
び

つ
き
も
ま
た
大
人

と
子
ど
も
の
関
わ

り
合
い
も
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は

大
人
を
よ
く
見
て

い
ま
す
。
私
た
ち

地
域
の
大
人
が
子

ど
も
た
ち
と
し
っ

か
り
と
向
か
い
合

う
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
も
そ
れ
を
感

じ
と
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

日
常
的
な
ふ
れ
合
い
を
も
っ
と

増
や
し
、
私
た
ち
が
見
守
ら
れ

な
が
ら
育
っ
た
よ
う
に
、
そ
の

心
を
こ
の
子
た
ち
に
伝
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｈ２５年度に向けて

子どもたちとふれ合いを

３
．
地
域
住
民
の
集
い
の
場
を
作
ろ
う

情
報
を
共
有
し
よ
う

（
総
務
部
）

先
生
の
移
動
が

あ
り
ま
し
た

南小の地域関連行事 ４-９月

月/日 曜 行事

5/7

5/9

火

木
プール更衣室屋根塗装

5/8 水
PTA草刈(13)

避難・引渡訓練(14)

5/18 土 運動会(8:30)

5/21 火 NW推進委員会(19)

6/11 火 学校一斉防災訓練

6/15 土 PTA運営委員会/交流会

6/18 火 学習参観(13:30)

8/24 土 PTA運営委員会

9/1 日 市総合防災訓練

＊小学校では、新入生を迎え新学期

が始まりました。運動会も間もなくで

す。学校へ行ってみましょう！

こ
の
冬

は
大
雪
の
後
、
異
常
暖
冬
と

そ
の
後
に
花
冷
え
の
日
が
続

い
た
こ
と
で
”
早
い
開
花
と

長
い
花
盛
り
”
が
楽
し
め
ま

し
た
が
、
そ
れ
も
春
の
嵐
で

一
瞬
の
う
ち
に

”
花
吹
雪
”

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

希
望
の
春
、
南
小
の
入
学

式
が
３
月
１
０
日
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
２
８
人
の
可
愛

い
子
た
ち
が
「
南
っ
子
」
と

し
て
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

私
た
ち
も
桜
台
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
の
み
な
さ
ん
方
と
参
列

し
、
こ
の
子
た
ち
の
門
出
を

祝
福
し
ま
し
た
。

今年も子どもたちと一緒に

H25/3/4 「感謝の会」

２
．
地
域
の
安
全
を
守
る
仕
組

み
を
つ
く
ろ
う

（
安
全
部
）


